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はじめに
１．限界芸術の定義    問題の所在
２．限界芸術の位相    三つのアプローチ
　１）歴史と保存    柳田國男の民俗学研究
　２）批評と憧憬    柳宗悦の民藝運動
　３）創作と展望    宮澤賢治の農民芸術
３．周縁からの出発    ノン・テクニカルな芸術














































































































のが多くみられる。その曖昧さは，作業というコンテクストに他のコンテクスト    例えば






























































































































































































































































ポップ・アート    例えば，映画スターのブロマイド写真や商品のパッケージ・デザインを流用した，






ター・カルチャーの参照    例えば，村上隆によるフィギュア作品の大量生産や，そのフィギュアを




３ Arthur Danto, After the End of Art, Princeton University Press, 1997, p. 47.
４ Cf. Arthur Danto, “The Artworld”, The Journal of Philosophy, Vol. 61, No. 19, American 
Philosophical Association, 1964, p. 571‒584.























18 柳宗悦「茶道を想う」1935年（『茶と美』講談社，2000年，p. 138‒160に所収）p. 145
19 柳宗悦「工藝の協団に関する一提案」1927年（『民藝四十年』岩波文庫，1984年，p. 126‒140に所収）
を参照。
20 宮澤賢治「農民芸術概論綱要」1926年（『宮沢賢治全集　第十二巻（上）』筑摩書房，1965年，p. 9‒16
に所収）
21 同書　p. 11
22 同書　p. 13
23 同書　p. 13‒14
24 宮澤賢治「修学旅行復命書」1924年（『宮沢賢治全集　第十二巻（下）』筑摩書房，1966年，p. 130‒
135に所収）
25 宮澤賢治「農民芸術概論綱要」1926年，p. 9
26 本郷隆「宮沢賢治の『音楽』と歌曲について」1958年，（『宮沢賢治研究』草野心平編，筑摩書房，
1958年，p. 150‒156に所収）p. 153
